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O
I

H
O)

微

膽

R

典
雨
國
の
德
堪
快
改
正

營
年
金
制
廣
.が
老
貧
激
問
題
の
；解
決
策
ビ
じ
て
決
し
て

. 

絡
望
の
方
策
に
あ
ら
ざ
る
こ
ご
は
略
ぱ
之
を
圓
明
し
得 

だ
る
が
如
し
。
勿
論
加
奈
陀
の
年
金
制
度
は
日
傭
職
工 

又
は
勞
働
者
の
如
き
最
下
層
の
發
働
者
，階
級
の
間
に
は 

普
及
す
る
を
得
ざ
ぅ
き
。
然
れ
と
も
商
業
使
用
人
>
敎
一 

師
傲
に
其
れ
ご
同

】

の
f
t會
階
厳
に
厕
す
る
索
の
間
に 

お
り
て
大
に
其
注
意
を
喚
起
し
れ
る
は
瞭
然
れ
る
事
實 

に
し
て
"；妳
R
官
營
制
ぜ
が
年
命
事
業
を
營
む
生
命
保 

臉
會
紙
に
比
し
優
秀
の
成
績
を
牧
め
得
れ
る
は

吾
人
，の 

注
目
す
べ
き
所
な
も
。
蓋
し
同
制
度
が
流
布
の
方
法
を 

中
癒
に
し
て
改
め
ざ
ぐ
せ
ば
、
其
成
績
は
今
日
の
如

.き\ 

S
々
た
る
狀
態
止
ま

&
す
し
て
-
尙
纖
分
の
#
達
を\ 

濟
れ
る
な
ら
む
。
是
れ
加
奈
陀
宜
營
年
金
を
論
す
る
者 

の
嫌
し
く
密
知
す
る
所
な
ら
ご
す
。

,(

大
}

年

十
1

H

十

二

日

稿

了

)

敬
ニ
號

! !

六

B
英
雨
國、
の

選
舉
法
政

，
山

崎

.宗

®

i

序
言

我
國
の
衆
議
院
！！
員
S

舉

法

改

の

論

識

は

：，久

し

き 

問
な
る
が
、
早
晩
其
實
现
を
見
る
こ
ご

\

な
る
ベ
さ 

を
以
て
我
國
に
於
け
る
立
厳
政
體
の
基
礎
を
霖
々
强 

圓
な
る
土
臺
の
上
に
据
ぺ
む
.爲
め
、
此
政
©
'

の
a

國
な 

る
英
國
に
於
け
る
庶
民
院
議
員
選
舉
法
改
正
の
曲
来
を 

研
究
し
h
就
中
®
.

擧
權
の
俄
張
"

小
®

舉
區
制
の
復
®
 

迴
擧
の
指
名
日V

J

投
票
0

ビ
の
廣
別
の
說
究
及
大
學
の 

獨
立
選
舉
®

等
に
千
し
て
咒〈

槪
略
を
述
べ
-
雅
國
朝
卿 

有

識

の

士

の

傘

考

に

供

す

る

は

强

ち

無

‘
#
-
の

数

に

終

ら 

ざ

る

べ

し"

.-i!

'

1
;

千

八is
H

十1
1

以

前
の

震

，法

.

,
 

英

國

の

選

廣

法

膝

：史
は
之
を5
湖
に
E
別
す

る
こ
ヒ
を
得
べ
し
。
第

1

期
はr

千
®

ぼ
二
：十
年
以
前 

の
選
舉
法
* 

.
第一

一
期
は1

千
四
百jij

十4g.よ
...1

千
八 

.百
ニ
！十
二
年
に
至
る
間
の
選
擧
法

-
第
三
期
は1

千
八 

百
三
千
ニ
年
の
改
正
法
よ

-
今̂
日
に
辛
；る
問
の
選
擧
法 

郎
ち
是
な
&
0

〈
一
)

策
，

一

、-5-

☆
時
代
の
選
#
法
、

，、

.，此
時
代
の
國

.會
■

員
の
選
舉
は
邵
市
雨
.部
共
に 

行
之
を
掌
ぅ
た

-
き
。
郡
部
擧
席
に
於
て
は
、
選
舉 

人
及
被
®
擧
人
共
に
其
地
方
狂
住
者
に
し
て
い
ゥ
シ

^

M

森
與
す
る
の
織
利
を
有
す
る
激
は
恃
共
に
存
f
f
i者
な 

き
。
都
部
選
出
離
員
は
所
謂
其
郡
部
の
!

?

^: 

者
郎
も
其
地
方
®
住
の
武
家
階
級
め
代
表
者V

J

し
て
，國
一 

會
；
き
與
す
る
も
の
ビ
思
惟
せ
ら
れ
た
り
。
 

一
 

市
部
の
選
寒
法
は
甚
だ
複
雜V

錯
餘
-
不」

統
に
し
，\ 

て
、

1

千
八
百
！二
十
ニ
年
の
改
正
選
擧
法
の
成
立
迄
は 

殆
ん
と
坏
市
邑
の
^
!
!ぬ
に
放
枉
せ
ら
れ
、
各
市
邑
に
よ 

り
て
其
^
權̂
資
桃
を
3
;
?に
せ
し
が
、
^
^
植
ポ
は
凡
そ
ぶ 

の
四
糊
に
區
別
す
る
こ
ご
を
得
る
が
如
し
。

(

二

三

ごE

 

M

日
提
附
ぽS

選
取
法
改
K

广
ネ)

(

こ

テtv
ユ
7
ン

七

地®

有
i

,の

所

有

激

スn

タ
ト
、ア
：

V

ド
、

S.

ク
ト

】

定

の

市

税

を

’
上

織

す

る

市

位

民 

(

ハ)

特
許
市
邑
の
自
由
民 

(
i

こ

■̂
邑̂

闕

體

か

役

人
 

此
等
の
*

利
は
大
に
濫
用
せ
ら
れ
：惡
»

限
な
く
"
政 

庶
は
常
に
其
選
擧
に
干
'#し
之
を
右
せ
し
の
み
な
ら 

す
"
往
々
極
め
て
少
數
，の
貴
族
或
は
當
豪
數
人
の
離
資 

纖
出
®

わ
る
市
選
擧
闕
を
鯽
し
、
或
時
は

j

選
擧
K
 

に1

名
の
ぜ
播
者
の
外
な
ぐ
其
有
權
激
は
0

ら
自
己
を 

選
出
し
て
代
議
士V

J

な
-
^
た
*
^
マ

J

云
ふ
滑
稽
談
さ
へ
わ 

ト
ゾ
た
る
賴
な
タ
き
。
故
に
、
此
時
代
に
於
て
は
市
部
の 

選
擧
は
廣
敗
其
極
に
達
し
、
.國
民
の
意
思
は
郡
部
の
S
 

摩
お
あ
レ
て
確
か
め
&

る〜

こ
マJ

、
思

惟

せ

ら

れ

た

-CN  

a
i}

第
二
、
近
世
期
時
代
の
®
擧
法 

然

る

に

ニ

千

四

百

！

1
!

十
年
へ
ン
ジ
第
六
世
の
®
代
に 

於
て
％
郡
部
選
辦
齋
格
は
年
額
金
K

給
卞5  

(

現
狂
の
金 

傘
四
抢
硫
以
上
に
相
當
す
る
な
る
べ
し)

の

値

 

ぁ
る
自
由
保
々
權
ぁ
る
土
地
所
^
^き

に

限

{;ル

せ

ら
れ
ね

ド

レ

力

.，

ti.vv 

か

P；

ぃが
ぐ



R

英
雨
國
の
迴
舉
法
敗
班

る

力

之

れ
.'ぜ
ん
と
四
^
2
キS

E
.

荷
效
な
.る
提
國
⑩
部
の 

選
舉
法
な
-

き
。

0

千
八
1
1!
十1

1

年
以
後
の
選
擧
法

十
八
世
紀
に
於
け
る
産
業
基
命
の
後
ち
-
國
民
經
濟 

の
進
步
に
.伴
ひ
h

敎
育
の
普
及
を
促
し
、

1

般
人
民
のj  

參
政
檢
を
渴
望
す
る
の
念
慮
亦
驚
ぐ
へ
き
速
度
を
以
て\ 

進
み
"

篇
め
に
英
國
は
®

去
凡
そ1.
百
年
間
に
於
て
取 

命
的
選
舉
法
の
改
疋
を
行
ふ
こ
ご
！二
囘
に
及
ひ
た
.

0

 

き
Q 

.

第

一

囘

改
F

ー

選

擧

法

，
は

有

名

な

る

j

千
八
f

w

H
十

j 

f 

年
の
改
正
法
に
し
て
、
此
法
律
は
大
に
選
舉
f
f
iを

擴

張
I 

レ
，

®

た
し
く
議
貫
の
®

席

分

配

を

改

.
域

し

た

る

を

以
 

て

す
-
に
获
國
政
治
の
中
心
を
上
流
社
會
ょ
中
流
社

I 

會
に
称
し
た
る
：
^

、
次

の1

千
八
瓦
六
十
七
年
の
館j

一
 

. 

改
}

^

法

及J

千
八
西
八
十
®

年
の
.第
二 I

改
正
法
に
至
‘ゎ 

て

は

尙一

進
ん
で
英
國
の
統
浩
權
を
中
流
社
愈
ょi 

全
く
下
流
f

t

會
.
の
掌
中
に
歸
せ
し
め
：た
る
が
如
し
。

今
此
第M

同
の
，改E

a
c

離
法
ね
.要
i

を
比
較
の
.傅
：め
-’

S

 

S

由
民
の
選
擧
權
は
承
認
せ
ら
れ
た
る
も
其
■ 

享
有
の
方
法
は
大
に
制
膨
せ
ら
れ
た
タ

S

年
額
抢
癒
以
上
の
賞
借
價
値
あ
る
不
動
産
の 

所
有
器
又
は
货
借
激 

ニ
、
選
擧
赢
制 

™

古
來
選
擧
®

は
都
部
ビ
，市
部
ビ
に
®

別
せ
ら
れ
、
共 

に
多
く
は
ニ
名
時
に
は1

名

斑

を

選

出

し

*

而

し

て

全 

議
A

數
は
參
西
名
內
外
を
上
下
.せ
し
か〜

近
世
史
•に

入\ 

&

て
は
ヘ
ン
リ
I

八
世
の
第1

國
當
に
は
K

百
九
拾
八\ 

名
な
.

C
V

し
か
、
ゼ

H

ム
ス1

世
の
第1

國
會
に
はlliG

l

一
 

六
十
七
名
な
り
き
。
然
る
に)

千
八
百
三
十
ニ
年
の
改\ 

正
法
の
際
に
は
全
織
員
數
六
.百

五

十

八

名

な

ム

し

か

"

\ 

之
れ
‘蘇
國
.及
愛
國
の
合
同
に
ょ
-
^
て
®

十
五
名
ご
覺
百\ 

名
マ」

め
僧
加
を
見
た
る
德
め
に
し
て
"

英
蘭
國
の
み
に
.
 ̂

て
は
久
し
き
間
五
百
十
三
名
に
限
ら
れ
れ.C

S

き
。

第

r

改m

法
に
依
-

て̂
、
獨
立
選
擧
滅
た
る
市
邑
に 

し
て
其
資
胳
を
喪
失
せ
る
も
の
崇
百
四
十
ニ一

個
を
梢
減 

せ
し
め
> 
市
部
の
譲
席
を
0
百
六
十
五
®i

A
l
J
f
s

九

资

十

怨

(

二
三n

!)  

0 

0 

B
英
削
隨
の
.揮
雄
法
i

游
ニ
號
，

1
1
八
.：

左
に抜

： #

表

：示

す

べ

し

，
。

0
.ブ
改
ホ
法
，
一

一

千
八
互1

子

1

一
年
自.

0

黨 

グ
K 

I
内
閲
に
ょ
ク
て
改

!

.
有
權
資
格 

甲
*
郡
部
選
擧
法 

W

所
％
權
に
'依
.る
有
撒
者 

S

從
来
の
四
抢
忠
自
由
傲
ザ
地
所
有
き 

W

拾
硫
の
個
做
あ
る
終
身
自
由
保
有
地
め
所 

有
者

S
：

拾
硫
の
‘僧
値
あ
る
公
"

傲
ず
ル
I

の
所
^
^
激 

W

六
拾
年
間
の
斯
服
わ
る
年
額
拾
硫
又
は
威 

拾

■
わ
る
年
額
五
抢
硫
の1

5

做
あ
‘

ま
M

i

l

s

所
I

年
額
五
拾
癒
の
地
代
を
支
拂
ふ
®
地
者 

乙
"
市
部
選
舉
法
；

3

郡
部
ざ
同
-
^
:く
四
拾
志
自
由
保
有
，地
の
所

シ
..，ま

ポ
ソ

_

i

i

n

.:

十
九
個
に
減
し
、
部
部
.の

譲

席

を

】

百

八

十

八

服

：ょ
i
 

!1

百

五

十

三

個R:
增

加

し

た

ぐ

し
.か
-
.
總

識

員

數

は

從 

來

の

如

く

六

百

五

十

八

人

な

-
^
き
。
而
し
て
選
擧
膝
は 

偷
敦
市
の
如
く
®
名
其
他
大
學
市
邑
等
に
し
て
ニ
名
宛 

選
出
す
る
少
數
'の
S

擧

廣

を

除

く

外

は

-
^
皆

從

前

の

如
 

く

一

區

1

名
の
小
選
擧
腦
，制
な
-

C
N

き
。

第
二
改
正
法
保
守
黨
ダ
I

ピ
I

內
閣
に
ょ
み
て 

改
正

r

有
權
資
格 

甲
、
郞
剖
選
擧
法 

S
,

所
有
傭
に
依
る
有
權
者
は
第
1

囘
改
法
の 

中
に
て
の
慣
値
を
丑
癒
に
低
下
し
た 

る
外
は
同】

な
4
 

.
S

占

有

に

，
依

る

有

權

者

は

第

】

改

法

の

外

、 

年
額
抢
成
硫
の
地
方
税
赋
課
の
價
傲
あ
る
貸 

借

地

の

所

有

者

を

加

へ

た

-
^

乙
"

市

部

®

舉

法 

市

部

に.て
は1

家
を
得
へ
ね
る
月
主
の
外
、
年
額

然
ニ
號

九

ふ*̂さ‘，

■<‘>v
[

u

lii



(

ニ
.

H
四)

：-

雜
-

錄，
-

英
兩
國
め
：郷
舉
法
欽

lij:

,
:檢
條
以
上
の
驚
借
價
徹
わ
る
養
を
有
す
る
下
®
人
も 

.

.

.亦
®

て
督
有
槽
煮
.ざ

せ
-
^
。
：
i

'‘：：

ニ
" 

S
擧
ぼ

制
：
：

‘
/
 

' 

- 

市
部
の
談
廣
は
H

W

九
十
九
個
よ
り
三

f
w
六
十
六
個 

に
满
し
"
，郡
部
の
譲
席
を1

1

百
五
十
三
個
よ
A

1
1

百
八

\ 

十
！

11,

個
に
墙
加
し
*

大
學
の
議
腐
を
六
倘よ

-
-

九
個
に 

墙
加
し
た
る
が 
>
 
全
購
員
數
'は
矢
張
從
前
の
如
ぐ
六
百 

五
十
八
人
な
.-̂
き
。
 

一
 

少
數
代
参M

義
の
主
張
に
ム
•ゥ
マ
マ
ン
チ
ユn

ク
I
" \ 

タ
\ 
I

プ
I
 V

、

r、ノ 
J
ミ
ン
ガ

ム

、

ジ

ー

ズ

<
の
©
市

邑

J 

を
ニ
名
乃
至
三
名
宛
選
出
す
る
中
選
擧
區
ご
健
し
1

且
一 

又
郡
部
に
於
て
も
ニ
名
苑
選
出
す
る
中
選
擧
膝
を
併
せ\ 

て
三
十
九
個
に
墙
加
せ
-

C
V。
，

ニ一

名
を
選
出
す
る
廣
に
て\ 

は
a
辦
人
は11

名
以
上
の
連
記
投
票
を
許
さ
だ
ぐ
き。

ノ
 

第

三

改

，
正

法

即

ち

現

在

め

®
擧

法1

千
A
.百

八

十 

四
五
年
自
由
黨
グ
--ス
タ
ド
ス
ト
ン
內
開
に
よ
&

て
改
正
.

:1
/  --.

有
®

資
格
y

-

,

、

の地
方じ
化

h居
す
.る
"の
必
要
な
く
、
3
.
S
舉
、權
を 

請

求

す

る

に

は

過

去

：
六

ヶ

片

以

上

不

動

産

を

所

，.有

し

れ 

る
こ
ビ
を
要
す
等
な
り
。
>所
有
權
資
格
の
結
果
は1

人 

に
て
ニ
票
以
上
の
®

擧
權
を
ボ
す
る
も
め
わ
る
に
：至
る 

‘此
ニ
®
.

投W
15

槽

廢

ホ

に

關

し

，て

は

"

最

近

旣

に

ニ

间

其

一
 

改
正
案
庶
民
院
を
通
.過
し
な
れ
と
.

貴
族
院
に
て
共
に 

不M
決
せ
ら
れ
た
&

。
所
有
権
に
依
る
.資
格
の
存
置
は
. 

サ
に
小
流
以
上
の
社
食S

自
由
‘
S
側

に

‘少

な

く

保

守

黨 

侧

に

多

く

の

二

重

有

#

者

を

增

加

す

，る

の

傾

向

れ

：る

も

の
な
.
P

ぺH

シ
ヨ
-ノ

 

'

S

占

有

.ド

依

る

資

.格

,

年
額
.檢
碑
以
上
‘の
賛
借
僧
値
み
る
‘不

動

：産

の

お

有
 

‘激

S

に
注
意
せ
さ
も
：可
ら
さ
る
は
、
の
此
£

有
に
依
る
™ 

资
格
.は

郎

部

及

市

部

に

共

通

な

，る

こ

と

"
S

トM
有

.者

ぱ 

選
取
權
を
請
求
す
る
以
前
に
滿
十一

!

ヶ
月
間
之
を
ト
M
商 

し
お
る
こ
，

と
"
； B

占
有
者
は
‘其
不
動
産
に
働
し
總
て
の 

地
方
.税

を

、
完

納

せ

：，る

>
J
ご

"
'3
,

市

部

に

て

は

.

"

有

者

 ̂

(

ニ111

.五)
m

 

i
 

MH

^

^
i

i

i

i

站
ニ
殺

o

3

所

傲

^

依
る
資
格(

郎
部
に
限
るy

.

.

.

3
：

，自
由
保
有
地
收
益
を
受
け
旦
破
相
繊
權 

6
.
る
自
由
保
有
權
あ
る
自S

保
有
の
不
動 

邀
，の
所
有
激

又
は
終
身
收
霖
を
受
く
へ
さ
權
利
わ
る
每 

.

額
五
癒
以
上
の
賞
借
價
做
わ
る
自
ぬ
保
？
 ̂

不
動
産
の
海
者 

が

公

、？

有
，地
，
年
額
五
硫
以
上
の
賞
借
®

.
値
わ
る
終
身
占
有
播
あ
る
公
簿
に
依
る
不 

.
動
産
ゆ
所
’有
者 

S

货
借
保
有
地
.
元
来
六
十
年
以
上
の
賞
借 

權
あ
る
年
額
五
硫
以
上
の
賞
借
®

値
れ
る
. 

不
動
産
.の
所
有
者

又
は
元
來1

1

十

年
以

上

の

賞

借

權

あ

る

ハ

牛

額i

九
十
硫
以
上
の
货
借
僧
®
あ
る
不
動
産

の
所
有
者
.

j

鼓
に
法
意
を
要
す
へ
き
は
、S

所
有
播
に
依
る
有
機
、
 

者

は

主

て

®
部
：に
眼
ら
れ
、,

所
有
器
は
不
動
産
.

:

じ
'して：
！

住居者な

'ら
‘さ
：
 ̂

b
時
は 

擧
人 

不

動

摩

の

於

え

愤

邑

.
の

膝

域

.

ょ
、-
^
七

腿

以

內

住

居

す 

る
者
な
る
こ
ご
を
要
す
。

S

住
家
に
依
る
'資

格

，

住
家
に
居
住
ず
-

^

®人

、
，.但
し
®

は
'必
ら 

す
し
も
月
主
，た
る
に-
F

Sさ
取
ど
、
其
住
家
は 

各
別
の
住
家
ど
し
て
住
居
す
る
ね
だ
を
得̂3̂
風 

各
別
.に
.地
方
桃
を
赋
課
せ
各
れ
，得

な

 

ら
：さ
，る
可
ら
す。

' 

.

‘

结
；
注
意
を
要
ず
る
は
"

S

此
住
家
に
依
る
資
格
は 

都
部
及
市
都
に
共
通
な
る
こ
と
"S

住
家
に
對
す
る
地 

.方
桃
の
完
納
わ
る
こ
ご
"： S

過
去
十一

1

ヶ
以
上
居
住 

し
た
を
者
な
る
こ
ご
、3

住
家
の
1

僧
做
に
國
し
て 

は
何
等
の
制
限
，な
し
。

.

3
：

下
宿
.
に

，
依

る

資

格
 

家
具
類
‘の
設
備
な
く
し
て
年
額
金
拾
磁
以
上
の 

賞
備
價
傲
.あ
る
室
を
賞
借
せ
4
下
宿
人 

0
に
注
意
を
要
ず
.る
.，

S
.

は
、
W
此
下
宿
に
改
る
資
格

鎮

S

r  

ニ ！

? 

Jfr
 

I
n 

»
v
lk» 

、，

ぜ
け
み
，

e、

^
^
v
l
F
a
E
-
?
-
- 
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- 
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i
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•
'

歡

十

卷
0
ニ
！！

六)

雜

錄

B

英
附
國
の
、̂
盤
法
改
正

は
郡
部
及
市
部
に
共
通
な
る
こ
ご
/* S

過
去
十1

1

ヶ
月 

以
上
賞
借
せ
る
こ
と
な
も
，

/し

す
。

.

.
：

ニ
、
選
擧
席
制
- 

織
員
の
總
數
を
六
百
五
十
八
人
よ
り
六
百
七
十
人
に 

墙
加
.し
"

市
部
の
離
席
を1
二
百
六
十
六
個
よ
タ
ニ
百
A
 \ 

十
W

#

に
減
少
し
、
郡
部
の
®
撒
を
二
百
八
十
三
個
よ
一 

-
^

lllfw

七

十

七

個

に

潘

加

せ

ら

，。

最

主

要

な

る

改

に
 

し

て

且

又

注

を

要

す

る

は
-*  

ニ

名

又

は

ニ

I

名
宛
選
出 

し
账
♦

た
る
所
謂
中
選
擧
®
な
る
も
の
を
全
然
廢
止
し 

て
、
市
部
及
邵
部
を
通
し
て
g

借
悉
く1

M

1
人
の
小
‘
ゾ
 

選
舉
路
制
に
改
正
せ
る
こ
ご
な
め
。
但
し
唯1

の
例
外
一 

は
首
府
た
る
倫
敦
ご
平
律
，.
劍
橋
及
ダ
プ
ジ
ン
の！

市

\ 

三
大
學
に
於
て
は
ニ
名
苑
選
出
す
る
は
由
緒
6

る
爲
め 

に
此
法
律
の
效
カ
外
ビ
せ
ら
れ
た
-0
。̂
 

ん 

現<
r

の
英
國
選
擧
法
は
前
述
の
通
.

C
S

な
る
か
、<1-

其 

要
®

を
略
言
せ
ば
左
の
如
し
◊, 

/ 

,

(：

ィ)

選

舉

構

：れ

於

て

は

：

1
:

家
' 1:

月

.
^
，
構

へ

た

る

成
 

じ
.年

，以.上

；
の.ポ

子K

殆

ん.V

皆

，有

灌

激

な

る

こ

；0

§
1

魏

!  

ニ
ニ

1
:

ヶ
月
四
，冗
圓
以
下
の
家
赏
じ
相
.當
す
べ
し)

を
.支
^
 

ふ
住
家
に
居
住
す
る
者
：は
带
悉
く
有
槽
者
な
る
か
故
に 

A
r
後
普
通
選
躲
制
を
採
用
し
た.

C
N

ビ
て
、
尤
も
有
權
者 

’
の
數
を
批
加
す
る
こ
ご
は
明
白
な
れ
と
、
現
®
の

猎
 

者
ょ
.

C
S

も
®

だ

し

く

異

な

ら

ね

る

社

會

の

有

！
^
者

の

出
 

現
-を2

^

る
ご
ご
は
な
か
る
べ
し
。

；

3

選
S

の
投
票
を
各
選
媒
M

を
通
も
て
悉
廣
同1  

日
に
執
行
す
る
-こ
ご
.

五
英
國
鎌
擧
法
の
特
色
ご
⑩
選
取
法
改
正
の 

• 

一，
-
, 

t 

.
 

'

;
,
:
,ニ

)

選
舉
槽
の
擴
張
.

,

前
述
の
如
く
英
國
の
有
機
資
将
は
、
厥
洲4<

陸
諸
國 

の
如
ぐ
^
<
だ
普
通
纖
取
制
度
を
找
用
す
る
に
至
&
す
ご 

雖
も
、
旣

1

家

】

戶
を
構
へ
た
る
者
は
殆
ん
ご
總
て 

有
職
者
マ」

定
め
ら
れ
お
ら
。
我
國
に
於
て
も
今
俄
に
普 

通
選
舉
制
を
狱
用
す
る
に
は
倚
.早
か
る
べ
け
れA

J
*

现 

A

,
の
選
取
法
は
其
資
格
條
高
き
に
失
せ
る
こ
ざ
は 

何
人
ご
雖
も
恃
之
を
承
認
せ
る
か
如
し
。
故
に
瑪
今
の

奶

中

想

(

5

1
七)

.
0
錄

，日
爽
雨
國
の
'綴法
改
正

{
>

 

)

.

.，選
擧
區
制
に
於
‘て
はS

3
1

區i

人
の
小
纖
舉 

®

な
るK

J:

ご
：

. 

，

-

四
‘

將
來
に
於
け
る
英
國
選
擧
法
の
改
正
*

視
今
英
國
：の
朝
野
に
於
て
選
攀
法
改
正
の
要
®
ご
し 

て

常

に

唱

導

せ

ら

れ

"

丑

又

近

き

將

來

に

於

て

多

少

成

ま
の
晃
込
あ
る
も
の
、
主
要
な
る
點
を
列
記
せ
ぱ
お
の

D 
ノ
0
 

r
^
L

W

.

人
口
の
墙
減
に
應
し
多
少
識
貧
識
席S

#

に
織 

化
わ
-
^
得
べ
き
こ
ご

s

選
攀
人
名
撒
登
錄
の
資
格
の1

た
る
十
ニ
ヶ
月 

以
上
住
居
の
仲
を
！！
 ！

ヶ
月
又
は
六
ヶ
月
以
k
.に 

る
こ <yj 

. 

、
そ
'

W

普
通
選
擧
制
度
を
採
谈
年
以
上
の
男
子 

は

(
女
子
參
政
權
は
遠〜

^

#

な
る
べ
しy

原
則
ご
し 

て
財
産
上
の
資
格
.の
有
無
に
拘
は
ら
す
總
て
皆
有
權
卷 

ビ
爲
す
こy

j

現
在
：の
有
播
群
の
資
格
も
殆
ん
，ご
普
通0

擧
制
取
に
，. 

s
t
v
. 

,
t

す
A
.金
s
镑
足
ら
-
の
；家
ー
货
い
一
ち
，

の
.、

R

接
國
桃
拾
圓
0

資
務
を
き
则
ダ
は
五
圓
位
下

す
 

る

か

"

又

は

英

國

の

如

ィ

年

額

郡

部

は

參

圓

市

部

は

五 

圓
以
上
位
の
赁
借
價
値
あ
る
家
屋
に
住
家
を
構
へ
た
る 

男
子
は
借
悉
く
有
權
激
ビ
爲
さ
ほ
"

甚

だ

®

單

に

し

て 

且
又
時
宜
に
適
ふ
の
制
度
な
る
べ
し
。
其
也
有
權
資
格 

を
財
産
®

及
軸
税
银
の
外
、】

定
の
敎
育
わ
る
者
成
は 

】

定
の
收
入
あ
る
者
或
は
！
定
の
貯
金
わ
る
き
に
も
附 

與
す
ぺ
き
こV

J

は
"

英
國
に
て
も
®

々
噴
へ
'ら
れ
だ
れ 

ビ
"

此
の
如
き
は
其
資
格
をi

i

定
す
る
こ
ぞ
因
難
に
し 

て
其
選
擧
複
雜
な
る
竿
續
を
要
す
る
の
み
な
ら
す
、
其 

槽
利
の
艦
用
せ
ら
るA

恐
，

Q

る

が

爲

め

未

だ

十

？
^
•
研

究
 

せ

ら

る

、

に

至
&

す

。

(

ニ)

選
擧
に
指
名
日
ご
投
票
日
ビ
を
廣
別
す
る

こ

マ

し
..

.
' 

'

,
英
國
の
選
擧
に
は
指
各
日
.ビ
路W

i
s
'
/
J，を

！！

別

す

。 

識
員
候
補
者
は
.

，一

定
の
館
名
日
迄
に
十
名
の
有
權
蒸
に 

ょ
-

て̂
招
名
せ
ら
れ
さ
る
可
ら
す
’4
其
ボ
名
日
に
至
.
^
 ̂

他
に
候
補
者
な
き
時
は
、
其
旣
に
招
名
せ
ら
れ
た
る
膀

§
:

魏

!  

ニ 
H

«
c
u
_
,
c
< 

. 

-
f
d
a

rI*

•Is

Ir'

：：v>
i s

n、*
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^
v
^
.
r
K
J
V
n
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i

I

I
I1

第
十
盤
' 

0
ニ

11

八
.

)

0 

0 

0
族
駒
s

,

8

狹
票

補
：者
は
別
票
を
行
は
す
し
そ
商
ち
に
選
擧
せ
ら 

れ
た
る
索
5
0宣
言
せ
&
^
4
^
然
れ
：ミ
も
.
、
' 苦
し
他

姨 

领
の
，候
補
者
指
名
せ
ら
る 

>
に
至
る
時
は
-
-更
に
' I

定
：

の
投
票
日
を
足
め
-

燕
に
始
め
て
此
等
の
掠
名
せ
ら
れ
/ 

た

る

候

抓

き

に

就

き

て

其

決

梵

の

，投

票

を

爲

さ

し

む

。

ノ
 

小
S

舉
碌
制
此
投
票
法
ザ
を
併
用
す
る
時
は
'
"
信 

用
あ
る
名
土
は
’

無
®

無
投
票
に
て
當
®

ず
る
こ
ご\ 

を
得
て
、
候
補
者
も
有
槽
者
に
も
尙
又
國
家
に
も
選 

舉
の
手
續
ビ
喪
用
を
節
約
す
る
こ
ご
を
得
る
の
み
な
&
 

す
"
^
更
に
選
擧
に
伴
ふ
多
ぐ
の
弊
，害
を
除
去
す
る
マJ

共 

巧

糊
合
k

合
•鏡

乏

し

き

も

有

爲

の

人

士

に

代

議

士
 

た
る
の
機
會
を
與
え
、
國
會
の
威
厳
を
高
上
せ
し
む
る 

の
價
宜
あ
-
^
。

1

•千
九
百
年
の
英
國
の
總
選
擧
に
於
て 

は
無
投
票
に
て
選
出
せ
ら
れ
た
る
代
議
士
..全
議
員
數
六\ 

七

十
名
の
中
に
て
實
に
：

1
1

百
四
十
ニ
.名
の
.多
數
に
及

a
l'p

:

大
'學
，の
卿
立
纖
舉
域，

‘

.'キ

掠

.，，

Q:.ls:4<5̂

は
ゼ
‘
ェ，.A 

ス
' 1.

世
，.の
時
代
よ
...‘

第U

號

n

s

A

國
會
れ
代
議
士
を
I

し
来
.
^
.5

'̂

る
が
> 

れ
大
學 

が

自

治

朔

體

：た

る

資

格

.に

於

て

他

の

自

治

®

體

お

る

市 

邑V

同

様

な

る.理

由
.に
：基

き

て

其

代

表

者

の

選

出

，を

得 

た

る

も

の

な

る

か

，"

®

際

上

は

國

主

か

王

機

仲

張

の

爲
 

め
に
制
合
に
選
擧
干
涉
に
便
宜
な
る
か
爲
め
に
附
與
し 

た
る
も
の
な
み
。
尤
も
.元
.來
英
國
庶
民
院
の
起
源
は
- 

國
王
.の
.粗
税
赋
課
を
爲
す
に
當-CS

其
標
準
を
足
む
る
货 

め
に
"

其
相
談
，相
手
ご
し
て
-

郡
及
.市
の
住
民
の
代
表
，
 

者
の
選
出
を
命
し
ね
る
に
始
ま
れ
る
も
の
な
5

。
然
れ 

ど
も
、
#

思

想

は

，時
：代

に

：よ
：
タ

て

變

遷

又

は

‘傭lit

せ
ら 

れ
ね
る
：か
,
現

狂

英

國

大

學

か

，
職

.立
0
M
0
ご

し

て

尙. 

濟

認

せ

ら

れ

居

る

，は

"
.
由

緒
.

る
#

利

れ

る

の

み

な

、
ら 

す
國
會
.に
最
高
學
府
の
代
表
せ
ら
れ
る 

>
 は
學
問
の
權
：
 

威

國

會

の
.威

厳

ミ

に

‘
缺

く

可

ら

さ

る

も

の

思

鹿

せ
 

&

るA
が
爲
.め
な
ら
。

現
在
は
.牛
、#
及
劍
線
の
兩
大
學
は
各.ニ
名
宛
，"

i

、
 

大
學
.1

名
、
蘇
國
s

,

f
大
學
は
，各r1 

舉
の
選
出
代
.

は
，-九
名
な
：.-̂
. 

◊.牛
律
大
擧
じ
：て
は
牟
.

レ
，

い
 
P

■■
セ.

j 

‘ 

- 

r
-
g
-

業
生
に
-̂
,-
て
マ
ス
ク

v̂.

ォ
.プ
.
T 

Iッ
の
學
.位
'を
有
し
- 

大
學
名
簿
に
.登

録

せ

ら

れ

居

，
る

.者
は
货
を
權
紫
な
- 

す
。斯

の

如

，く

英

國

の

大

學

か

獨

立

選

擧

爾

た

る

の

資

格 

を
有
す
る
は
、
前
缠
の
如
き
.理

由

基

く

も

，
の

な

る

か

. 

倚
我
劇
に
は
英
國
大
學
の
地
'位
を
知
ら
さ
る
人
多
.き
.か 

如

き

に

，ょ-

£=N、

序
な
.か
ら1

言
す
る
も
徙
勞
な
ら
さ
る 

W

L

O

平
、#
及
劍
橋
大
學
に
官
公
‘私
文
の
名
目
を
加
ふ 

る
人
.
^
れ
と
も
"

之
れ
大
な
る
誤
認
k

し
て
、
や
’律
大 

學
は
私
立
に
も
官
立
に
も
亦

公

立

に

、
も

も

ら

す

"

1

種 

特

別

の0
治

公

共

間

體

な
6
.
、

狹

國

の

市

，町

村

又

は

府
 

棘
の
如
き
も
の
な
.

C
S、

只
だI

は
學
者
の
闇
體
に
し
て 

他
は1

股
人
民
の
圃
體
な
る
ざ
の
差
異
み
.る
，の
み
な
み 

若
し
频
ひ
て
官
公
私
立
等
の
名
跡
を
附
せ
ん
ざ
せ
は
王 

立
大
舉V」

云
'ふ
か
法
律
上
も
亦
實
際
上
も
適
當
な
る
か 

如
し
"

何V
J

な
れ
は
國
王
の
»

許
に
ょ
-
^
て
設
立
せ
ら
‘ 

れ
た
る
も
の
な
れ
-は
な
-

O
V
O

平
津
大
學
副
總
長
は
無
肅 

文
剖
大K

H
.

の
'號
督
な
る
，の

.み
な
ら
す

' 

卞
律
市

.

.に
‘於
'

て
.は
キ
律
市
.長

よ
..'̂
綱
.立

ざ
，云

ふ

byも
，
市
，廣'は

！！

ハ，
. 

大
學
め
下
に
-あ
-
^
て
織
市
民
關
す
る
政
治
を
執i.:;:

す 

る
こ
す
を
大
學
.よ

-
^
恩

激

的

に

許

可

せ

ら

れ

居

る

者

た
 

る

；
^

過

き

さ

る

な
-

^
。

大

學

副

總

提

は

や

、#

市

の

内

外
 

\

に
於
て
"

廣
&

.

1
般

的

：の
.行
政
*

を
海
し
、.
學
生
に
對 

一
し
て
は
勿
論
市
對
し
て
も
譽
密
權
を
'行
使
し
之
か 

一
载
剑
を
も
自
ら
行
ふ
も
の
な
み
。

\

我
國
に
も
、s

k
各
大
學
よ
み
は
各
I
貴
族
院
は
代 

f

表
者
を
有
す
る
か
、
尙

1

步

，進

ん

で

、
各

大

學

を

*

立

選 

擧
腐
ご
お
し
、其
卒
業
生
を
有
權
卷
^

し̂
て
、衆
|
|院
：に 

代
譲
ホ
を
選
出
.す
'る

，」

ゾレ 

> せ
は
、
國
會
に
.我
.藤
高
學 

府

の

權

威

を

代

，表
す
る
マ

」

共
に
‘、
R

會
を
'し
て
收
庶
及
. 

人
民
に
對
し
、

1

層
信
赖
す
べ
き
‘も
の
な
ら
ご
の
感
を
1 

起
さ
.し
む
る
な
る
' 
ぺ

し

。

而

し

て

我

.國

の

大

學

も

平

津 

大
學
の
加
く
、

1

糊
特
別
の
自
治
公
：共
聊
體
、と
®

し
、

文
部
洛
よ
6
獨
.立
な
ら
し
め
は
、
S

高

學

俯

た

る

，
の

賞
 

續

を

擧

.
ぐ

る

に

，
便

，
宜

な

る

.

ベ
.し
。

倩
又
鼓
に
旗
接
織
舉
法
改
あ
に
は
干
序
な
さ
も
、
蔣

m

$
 

(
！ 1;三

九
.

)

離
：

錄

英

I
の

選

媒%
敬

2

脾

a

i

i
n
i

i.レポ：：：

ぐ'
揮̂
北‘後
が
マ
冶§接

シ
‘ぽ
お.

n



III

ドI

\
I

(

1

r,ド

‘1，,

饼

十

か(

ニ 
M
o)  

0 

0

雨
國
の

m
m
法
改
正

が
ニ
號

1

ニ
六

帘

賊

識

會

の

權

威

を

崇

高

な

ら

し

む

る

じ

は

ホ

に

.必

要 

、
な

る1

仲
6
-
^
て
、
割
に
来
だ
我
國
學
寧
の
研
究
せ 

,
‘さ
る
所
な
ろ
か
如
ぐ
な
る
に
ょ1

，言
す
ベ
し
0.
キ
日 

_

..我
國
の
®

て
の
社
會
殊
に
政
治
界
に
大
に
映
乏
せ
b

ど 

思
は
れ
> 

從
ひ
ヤ
年
々
歲
々
文
明
國
マJ

し
てg

た
好
ま 

し
か
ら
さ
る
事
仲
の
突
敬
す
る
は
、
我
國
に
は
明
治
維 

新
の
際
儉
-̂
=̂
に
甚
だ
し
<

社
愈
組
織
破
壊
せ
ら
れ
、
未 

’だ
其
®

派
じ
至
ら
さ
る
ご
は
云
へ
/
之
れ
予
は
現
今
の 

.瓶
國
に
は
條

-

に
.，「

成

上

ら.激
し
の

.跋
8

あ
.
て
奮 

の

贵

族

及

當

豪

の

活

動

な

き

に

主

ご

し

て

原

因

，す

て

思 

惟
す
。
勿
論「

頭
®」

は

常

に

「

他

液」

を

ま

配

せ

‘.さ

る 

-

可
ら
さ
れV

-

.

之
れ
比
較
的
の
こ
ビ
に
し
て
.
或
雜
度 

お

は

血

統

か

卷

識

ビ

共

に

重

要

視

，せ

ら

る

、
は

大

に

必 

.要

，な

る

べ

く
/

近
年
我
國
に
P

々
起
る
事
仲
は
智
翻
ぁ 

て
德
足
&
さ
る
人
々
か
我
政
界
を
支
配
せ
る
に
依
れ 

る
か
如
し
。
蔣
國
の
戴
®

武

に

は

大

僧

！
^
;
か

最

も

社

嚴 

，
に

し

て

華

®

な

る

郁

分

の

儀

式

は

皆

之

を

執

行

し

た

れ 

狀

國

の.，
..御
f
fl
位

武

に

は

1

俗

人

た

る®

®
大
R

か
之
を
行
へ
る
か
如
し
> 
之
れ
彼
我
國
人
の
政
沿
及
宗 

激
關
す
る
思
想
，̂
差
異
か
最
も
善
ぐ
现
は
れ
た
る
ぐ 

-秒

な

，る

力

如

し

英

國

庶

民

..院

か
®
.

き

を

爲

せ

る

，
は

.糧 

々
の
原
因
あ
ご
雖
も
、
其

r

は
確
か
に
其
®
員
中
に 

W

來
め
ホ
緒
わ
る
貴
族
及
當
豪
の
.子
弟
、
準
貴
族
た
る 

從
男
®

及
武
士
®
を
を
す
る
人
々
及
學
問
ビ
人
称
れ
る 

所i
i

英
國
緋
士
の
多
き
滅
め
な
力、 /J

予
は
斷
言
す
る
に 

禱
躇
せ
す
。
故
に
"
我
國
に
も
之
に
做
ひ
將
来
は
華
族 

の一

一
巧
二
！
男

或

は

.國

家

に

動

功

わ

る

か

又

は

社

愈

の

尊 

敬
を
受
く
る
に
足
る
ベ
き
人
士
を
以
て
新
に
準
華
族
の 

階
級
を
作
タ
、
之
にj

宛
の
®

位
を
與
へ
"
^
此
等
の
準 

貴
族
雖
ヒ
大
學
の
.代
表
者W

を
し
て
代
談
士
た
ら
し
め 

は
、
實
に
现
帝
國
議
會
の
而
目
を1

.

新
し
。
.決
し
て
近 

時
の
如
き
革
命
黨
め
集
合
の
加
き
悲
劇
を
演
す
る>■ jyj 

な
き
；̂
至
る
べ
し
。

,
(

1
0

小
選
舉is!

制

,；

，前

述

の

英

國

選

擧

法

を

見

る

に

、
厳

も

顯

著

な

る

事 

.實

か

英.國
.は
，過

1
,百
照

に

於
：.

て
-

III

囘

に
宜
鍵

$

I
I
j
I
I

法
の
大
改
草
を
行
ひ
ね
る
も
、：

末
れ
暫
時
の
間
も
大
選
、バ
 

取
K

制
を
採
用
し
る
こW

な
き
點
な
-

CN  

◊
.

:
'

ブ
千

'-'
 

A

百
六
十
七
年
に
は
.三
名
選
出
の
中
選
舉
膝
を
，三
十
九
，
 

個
の
選
擧
®

に
限
-
^
試
驗
的
に
被
用
し
た
る
が
"

其
結
，
 

果
而
白
|
^
ら
ざ
-
^
し
爲
め
、
，i
千
八
百
八
十
五
年
じ
は
：，ノ
 

此
等
の
中
選
舉
席
.
^
も
皆
悉
く
£

 )

人
の
小
選
舉
區 

に

改

正

し

た

-
^
。
.
之

を

以

て

英

國

の

選

擧

法

に

は

眷

て 

大
選
擧
區
制
を
採
州
し
た
.る
こ
を
な
く
"

又1,

囘
も
小 

a

舉
K

制
を
抛
棄
し
れ
る
こV

J

な
し
。.
斯
の
如
く
.選
擧
' \ 

に
於
て
實
勝
上
の
經
驗
に
最
も
富
み
れ
る
英
國
に
於
.て

\ 

常
に
小
選
擧
®

制
み」

維
持
し
•來
り
た
る
は
、
チ
か
大
に，
-™ 

我
刷
識
者
の
考
慮
を
仰
か
ん
ご
欲
す
る
所
な
り
。
抑
も 

小
選
擧
K

制

は代
！！

政
：體

の

存

狂

に

缺

く

可

ら

さ

る

の

I  

選
舉
法(

他
に
之
れ
以
上
便
宜
な
る
制
度
出
現
せ
さ
る
一 

限
-=

0

な

，
る

か

如

し
"

何V；

な
れ
.は
代
議
政
體V

J

は
代 

表
政
治
な
る
か
、
R

意
の
代
表
は
小
S

舉
®

制
の
f
- 

成

1

定

の

確

定

じ

ね
.
‘ギ1

小

地

域

わ

-
^
て

マ

代

議

士

は 

始
め
て
：善
く
其
地
域
W

人

民

：
の

政

治

に

對

：す
る

.意
思
の
.：
‘
-

筋
十
翁
り(

liT
)

雜
レ
：

錄
ん
H
跋
雨
轉
の
-選
.舉
法
爽
疋
-.'

如
何
^
^
,十
1
1
.分
に
碑
^
る
'こ
ヒ
を
得
べ
く
"
大
S
#
減 

制
の
如
く S
i
t

を
通
す
る
.1

大
地
城
に
於
て
は
其
地
域 

^

>

p

R

此
の
如
く
廣
大
な
る
地
方
に
f
t 

居
す
る
人
民
'の
，政
治
に
對
す
る
意
思
は
®
々
雜
多
な
る 

ベ
く
、
以
.て
.十
分
に
之
を
確
知
す
る
こ
ヒ
能
は
さ
るY

ノ 

0
f
L 

.
.
.

 

I

か
小
選
擧
廣
制
復
活
め
可
否
論 

凡>
v
】

國
の
文
明
の
進
梦
ざ
其
人n

の
墙
加
マJ

に
.伴 

ひ
"

或
'
殺

度

迄

其

人

民

め

選

取

權

の

擴

張

を

が

ひ

旦

义 

其
に
単
す
る
*

員
數
を
墙
加
す
る
は
"

論
理
上
當
然
0
 

結
果
に
し
て
、
甚
だ
し
§

反
對
な
き
か
如
し
。
然
れ，/J

 

も
、
我
國
に
於
け
る
現
，今
の
大
選
擧
K

制
よ
な
奮
の 

小
選
暴
愿
制
に
復
歸
ず
る
に
は
、
各
方
面
よ
り
容
易
な 

ら
さ
る
，反
對
わ
る
か
如
し
.
."
蓋
し
此
改
巫
はM

接
各
方 

面
に
對
し
利
害
得
失
の
干
係
あ
る
を
以
て
"
得
"自
己
の 

立
場
よ
b

之
か
賛
否
の
論
：說
を
立
ウ
る
も
の
な
-CN  V

J

赚 

i

我
輩
は
我
®

に
於
け
る
立
邀
政
體
の
發
遂
上
誠
" 

遺
戚
に
*

え
さ
：

W

な
り
.力
，吾
人
は
此
1

戚
の
採
®
 

R

ニ
魄

七
f

レ

> ( \

m

i

1
!ミ
.
-
-
-
-

-TA-V 

- 一i
s
r
f

I
1:1
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.
0
$ 

0

®

5
 
0 

.‘錄 

'
1
=
^
^
^
雨
國
の
，，、選
敏
法
改
-
1
^
^

ぽ
扱
.關
係
な
き
もr

の
な
る
か
故
.，に
'
"
制

，害

の

減

念

を

外
 

に

し

て

、
"

只
4
:
^
1個
の
學
究
ビ
し
ャ
.、
左
；
大
小
南
選 

取
®

制
、の
利
害
得
失
を
农
示
し
"

何

故

に

小

選

舉

‘路

制 

か
代
識
政
體
の
本S

i
s

に
適
s
'
す
る
の
制
度
な
る
や
を
®

w

t

べ
し
。
 

I  

.

.n
)

大
選
擧
K

制
の
利
银 

m
.
,
大

選

舉

路

制

の

利

猛 

3
：

選
取
'廣
廣
大
な
る
を
以
て
"

あ
t

M
の
人
材 

を
選
出
す
る
に
便
利
な
-
^
ビ
。
，然
れ
と
も
" 

選
舉
述
働
困
雞
に
し
て
，广
勞
カ
及
数
用
を
要 

す
る
こ
ご
莫
大
な
る
か
故
に
^
^
货
な
れ
と
な 

赏
な
ら
さ
る
人
物
は
溶
易
に
®

を
思
ひ
立 

た
ざ
る
に
至
る
恐
お
.
.も
。

^

選
取
K

大
な
る
'爲
め
に
‘、
少
數
代
表
に
便 

刹
な
-
c
^

。̂
然
れ
ご
も
小
姆
舉I

I
.

制
に
.て
&
 

決
し
て
少
數
代
^
;
1̂
の
出
來
さ
る
の
理
ぬ
な
き 

の
み
な
.

C
S

と
す
"

代

議

收

贈

'
の

本

旨

か

十

分
 

國
K
 
ニ 
.，
般

，
-に

了

解

せ

ら
‘る
‘

〜

k

.

¥
る
，
時

は

-r*
A

此
.制
度
の
.方
か
仗
つ
‘て
#
 
く
少
數
を
代
ま
す 

る
も
の
な
-
=、̂
乏
れ
實
隙
の
經
‘驗
に
{
Wみ
た 

る
英
國
，知
名
の
，政
治
家
グ
ラ
ク
ド
ス
ト
ン
の 

，
斷

言

せ

る

：
所

な

タ

。

3

賄
胳
强
迫
等
の
不
正
鋭1

&

の
弊
少
な
し
ご
。
 

然
れ
ビ
も
、
小
選
取
.
刷
の
方
か
地
域
狄
少 

な
る
を
以
て
不
正
鋭
爭
を
十
？̂
に
取
縮
る
に 

便
宜
な
る
か
故
に
、
此
»

は
大
撰
舉
K

制
の 

利
猛
ご
.云
.ふ

可

ら

，
さ

る

の

み

な

ら

す

"
^
英

國
 

に
於
て
は
現
に
小
選
舉
E

制
を
採
用
せ
る
に 

拘
は
ら
す
、
找
國
の
大
選
擧
路
制
の
下
に
於 

て
！；：：

は

る

、

®

舉

ょ

ら

も

道

に

正

々

堂

々

ビ
 

行
は
れ
居
る
に
ょ
る
も
明
な
ら
。
元
來
號
爭 

,

•
の
正
不
正
な
ざ
は
法
傅
规
则
等
を
以
て
十
分 

に
，
規

定

せ

ら

る

ベ

さ

性

質

の

も

め

に

わ

ら

す

、 

其
國
民
の
道
德
心
の
，高
上
を
待
.'つ
て
始
め
す 

.

.
•
,
.豫
.期
す
.ベ
き
も
の
な
-

C
V。

大

霞

.制
‘の
弊
银 

.  

i
i
l
i
i
i
i
l
i

か
選
舉
席
の
面
積
條
b

に
廣
大
な
る
翁
め
、
候 

補
者
は
十
分
に
自
己
の
主
義
政
思
を
發
表
し 

て
選
擧
人
に
K

ふ
る
の
道
な
く
ハ
救
め
に
代
謎 

政
體
の
精
神
た
る
代
表
の
意
義
を
し
て
全
く 

空
敝
な
ら
し
む
。
 

一
 

^

選
熟
E

儉
A

に

廣

大

に

し

て

"

選

舉

人

及

候 

補
卷
儉
-ĉ
に
多
數
な
る
を
以
て
> 

選
摩
人
も 

代
談
士
も
自
己
の
資
任
を
重
す
る
の
念
傲
に 

iiV

し
き
の
傻
向
あ
ぅ
。
$
擧
人
は
無
責
任
な
一 

る
投
奥
を
爲
し
"

货
め
に
適
當
な
る
代
»
士 

一 

を
選
出
す
る
こV

J

難
く
、
代
議
士
は
0

己
の 

「

知
行」

ご
も
稱
す
へ
き
信
頼
す
る
に
足
る
のI  

鍵
每
區
な
く
、
廣
大
な
る1

大
選
擧
區
の
有\ 

«

者
に
對
し
て
は
義
務
を
ね
ふ
の
念
R

難
く 

一 

國

會

に

出

で

/
^
は

再

ひ

選

擧

碌

民

の

利

害

得 

失
を
願
旗
せ
す
"
爲
め
に
識
政
體
の
元
来 

の
キ
；
服

ね

る

代

議

*

は

其

®

舉

佩

民

の

代

表 

し
云
ふ
意
義
を
し
て
全
く
出
現
せ
し

银

す

释
0

5

1S
 

0

錄
县
觸
國
の
堪
擬
霞1̂

.

(4)

め
さ
る
ま
る
.，

.

.

.

大
選
舉
E

制
じ
於
て
は
其
地
域
徒
に
太
な
る 

を
以
て
、
多
數
戴
に
獨
す
る
候
補
者
に
投 

を
分
割
す
る
に
常
ら
て
、
お
比
例
を
.正
確 

算
足
す
る
も
、
選
舉
人
は
必
ら
す
し
も
述
®
 

員
の
命
分
に
服
從
す
る
も
の
に
わ
ら
さ
る
を 

以
て
"
跳
草
の
其
站
果
比
例
十
分
に
遵
守
せ 

ら
れ
さ
ら
し
®

め
。
或
候
補
者
は1

2
®

得
票 

以
上
の
投
票
を
得
"
或
候
補
*
は
當
纖
得
要 

以
下
の
投
票
を
得
、
反
つ
て
反
對
黨
た
る
少 

數
黨
の
候
ポ
を
し
て
典
？縱
に
厕
す
る
選
辦 

人
の
役
.恐
數
に
比
例
し
て
ょ
ら
多
數
の
代
級 

十i

を

選

出

せ

し

}
^
る

の

奇

觀

を

呈

す

る

こ

ざ 

無
S
に
も
あ
ら
す
し
て
、
比
例
代
ま
の
意
義 

を
空
虛
な
&
し
V
る
至
る
べ
し
9

大

選

擧

愿

制

は

補

缺

選

®

の

場

合

候

補
 

港
は
非
常
.に
多
數
の
投
票
を
得
さ
る
可
ら
さ 

る
かt

お

め

に

"

法

外

の

勞

費

を

要

す

る

の

み

僻
ニ
號

1
n

九

V ! 、
リt‘Iレ'Iv

k

i|
I5i

I f

レ



s i  
m

黨I
: - ハ ; f i

^

p

.

購

十

卷(
IlH

L
S

O

 

0 

^錄

0

爽
雨
國
の
.選
擧
法
改
正

な

ら

す"
全
,

縣

を

通

し

て

再

ひ

總

選

擧

V
J  

同1
め
狀
態
に
陥
ら
し
め
"

徒
に
地
方
の
妨
.
 

骑
を
爲
す
に
至
る
も
の
な
タ
。
現
在
现
國
の

規

定

の

如

く

"

總

選

擧

後

1

ヶ
間
は
次
點 

者
を
*

缺
當
選
人V

J

爲
す
か
如
き
は
，
大

な, 

る
廣
策
な
る
の
み
な
ら
す
"

其
結
果
は
常
に\

反
對
黨
員
を
當
選
人
定
む
る
か
如
き
非
立

メ

憲
的
规
定
は
恐
ら 
< 
他

國

に

‘見

さ

る

所

な

る 

べ
し
。 

j

小
選
辦
K

制
の
利s

r

 

_ 

小
選
擧
愿
制
の
利
盤 

W

小
選
舉
區
制
は
代
議
政
體
の
骨
髓
れ
る
代
我 

の
意
義
を
最
も
.善
く
十
分
に
貫
撒
す
る
も
の\ 

な
ぐ
。
小
S

擧m

制
に
於
て
は
其
選
擧
®

の

I  

'

地
域
狭
小
な
る
を
以
てr

候
補
者
は
自
己
の

選
擧
脇
を
見
る
こ
ざ
恰
も
往
時
の
貴
族
か
自 

己
の
領
地
を
見
る
か
如
く
"

其

選

，擧

®

民

の 

利
害
得
失
を
感
知
す
る
こ
確
に
し
て
、
 

，從
ひ

t

代
i

ホ

.；は

其

廣

民

.の

政

，見

を

善

{

國

ゾ

.ポ
ニ
號

!  

H
O

A

(2)

會
に
.代
表
す
る
こ
ご
を
得
。
選
舉
E

民
は
其

選

出

代

*

士
 V

.

常
に
互
に
政
思
を
变
換
す
る

を

得
-
互
に
相
知
る
の
機
會
多

ぐ

、

從
ひ
て

相
互
め
間
に
所
謂
親
子
の
如
き
情
義
を
生
し 

意
志
の
疏
通
を
来
し
> 

互
に
信
用
を
重
し
、

責
任
を
資
ひ
"
代
議
政
體
の
目
的
を
達
す 

る
に
最
も
便
宜
な
る
制
度
な
-=\

>
j

す
。
之
れ 

チ

か

數

年

間

キ

旗

地

方

^
=
^
住

の

間

實

地

に

見 

聞
し
れ
る
所
に
し
て
"

予

は

小

®

擧

路

制

か 

代
議
政
體
に
缺
く
可
ら
さ
る
の
制
度
な
る
點 

に
■

し
て
は
、
理
論
.上
は
勿
論
實
際
上
に
®
 

明
せ
ら
れ
居
れ
る
'所
を
現
實
に
目
職
し
れ
る 

こ
’と
に
對
し
て】

黯
の
疑
を
有
せ
す
。

，小
選
.

制
の
下
に
於
て
は
議
員
の
地
盤
®
れ 

索
圓
に
し
て
"

解
散
の
原
は
W

選
の
見
a

十

分
わ
る
を
以
て
"

代
議
士
は
識
會
に
於
て
* 

政
府
に
纖
し
獨
立
の
政
見
を
保
時
す
る
こ
ど 

を
得
べ
.し
、
之
れ
實
.に
現
時
.の
我
國
に
は
厳

t
要
な

ど

す
0

に
も

^

小

選

擧

K

制
な
る
：時

はV

地

方isi

於
ナ
き 

を

有

す

る

名

土

は

無

競

争

に

て

當

選

す

る

こ 

ざ

を

得

る

か

故

に

-

選

擧

の

弊

害

を

魏

分

緩 

和
す
る

ご

共

に

金

錢

の

資

力

に

乏

し

き

名

士 

も

代

諷

士

ビ

な

る

機

會

わ

ぐ

®

K
T

小
選
舉
滅
制
の
弊
害

W

大
政
黨
侧
に
の
み
便
利
；
し
て
少
數
黨
侧
に 

は
不
利
益
な
か
て
◊
然
れ
ご
も
少
數
黨
ご
て 

必
ら
す
し
も
常
に
全
國
全
地
方
を
通
し
てI

p

 

れ
のW

擧
に
も
何
れ
の
總
選
擧
の
時
に
も
少 

數
ご
は
眼
ら
さ
る
か
故
に
、
或
地
方
に
於
て 

少
數
黨
の
割
據
せ
る
S
擧
®
及
ひ
或
場
合
の 

總
選
擧
に
於
て
は
其
代
表
者
を
得
る
こ
ご
大 

選
擧
K
制
の
下
に
於
け
る
ょ
.

CN

も
反
ウ
て
確 

,
實
な
&
0 

,

W

人
物
を
選
出
す
る
に
不
便
な
-̂
^ご

◊
然
れ
マ
し 

b

小
選
擧
廣
制
の
下
に
於
て
は
、
選
擧
®
 

民
ビ
代
議
士 

の
間
は
昔
時
の
君
臣
の
如
き 

間
柄
を
生
す
る
か
故is

L"

苟
も
天
下
の
名
士 

ビ
も
辦
せ
ら
れ
得
へ
き
人
物
は
、
自
己
の
才 

能
及
信
用
を
以
て
、
必
ら
す
何
れ
の
地
方

於
て
か
频
四
な
る
S
摩
®
を
撰
揮
す
る
こ
，t
' 

を
得
へ
.ィ
、
且
又
ニ
M
得
た
る
自
己
の
選
舉 

は
大
選
擧
®
制
の
下
に
於
け
るも

の
ょ

.：：？\ 

海
か
に
永
久
的
の
地
盤
ご
盤
す
こV

し
を
得
® 

加
ふ
る
に
、
小
選
擧
E
制
の
下
に
於
て
は
摊 

方
に
信
用
あ
み
て
政
務
、
事
務
及
實
社
會Q.’ 

經
驗
に
老
激
せ
る
思
想
鲍
全
な
る
當
識
に
富
，
 

.'み
た
る
人
物
か
容
息
に
當
選
す
る
こ
ご
を
^

 ̂

る
が
故
に
"
國
會
は
健
全
に
し
て
社
會
國
家
' 

の
尊
敬
を
受
く
る
に
足
る
人
士
の
集
金
マ
し
成
.' 

5
識
會
は
眞
面
0
な
る
政
治
を
行
ふ
K
至
ろ 

な
る
ぺ
し

"

前
.記

の
.此
較
表

を

熟

讀

g

味
せ
ら
れ
た
る
諧
君
は
、

小
選
擧
席
制
か
理
論
及
實
際
上
に
於
て
代
識
政g

 

轉 

合
す
る
の
制
度
な
る
こ
ざ
を
承
知
せ
ら
れ
た
る
な
る
ベ 

し
。(

大
正
.四
年
十1

1

月
三
十】

日
稿)
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